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実験硫化水素分解に対して高い安定性と活性を有する ZnS と CdS を選択し、電位勾配の形成による
~ 115~ 
より効率的な電荷分離の達成のため、 ZnS および CdS がストラティファイド壁内部においてカ
プセルの内側と外側に偏在するストラティファイド光触媒材料の合成を検討した。このような






によって粒子中に Zn および Cd が共存する粒子が合成可能であることが示唆された。また実際
にそのような条件下で合成実験を行い、得られた前駆体粒子を XRF、 ICP、 XRD、 TEM および
EDX を用い詳細に分析した。その結果、高 pH 領域で合成された前駆体粒子は「粒子内側に ZnO

























































トとなる光電極の作成を試み、スキージ法により ITO ガラス上に s-CdS 薄膜を形成した。その
後白金を ITO ガラス上にスパッタした対極と重ね合わせ、電極聞に電解質溶液 Na2S4 を注入し
密封した。作成したシCdS 光電極の表面状態および膜厚を SEM 観察により評価し、光吸収特
性を UV-vis を用いて評価した。また構成したセルの分光感度特性および I・V 特性を評価した。












本研究において複合型 CdZnS ストラティファイド光触媒の合成に成功した。そしてこの S-Cdo.6Z町ぷ









される。更に、 s-CdS 光電極を用いた光電気化学太陽電池を製作に成功し、 s-CdS 光電極および sl冶酸
化還元対により作成したセルが光電気化学太陽電池として作動することが確認された。
これらの結果から、物質循環とエネルギー循環の両方を満たす、長周期の資源・エネルギー循環型太
陽光エネルギ一変換システムの構築が可能となったと言える。
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論文審査結果の要旨
論文提出者(林亜実氏)は、我々が現在直面しているエネルギー資源の枯渇問題を解決するために太陽光エネルギ
ーをより効率的に利用する技術開発が必須であるが、エネルギー源として実用化するためには効率の良いエネルギ
一変換手法の開発だけでは不十分であり、反応後に発生する物質をし、かにして回収し利用してしてかを併せて検討
する必要があると考えた。このような観点から、反応副生成物の有用物質への変換による物質循環。4蹴rial Cycle) 
と、う間蛸菜による太陽光エネルギー/水素エネルギ一変換システム及び太陽光エネルギーのより効率的で安定な利用
を達投ずる対易電池による太陽tエネルギー/電気エネルギ一変換によるエネルギー循環。Enetgy Cycle)を両立した、
長周期資源・エネルギー循環型太陽光エネルギ〕変換システムの構築を検討した。
第二章ではストラティファイドヨ問戯耕オ料が、数m の壁内部の電位勾配によりカ幅に滑性が向上することを鑑
み、計餌ヰ学を用いて粒子合成機構を制御し、僅カ敬m の壁内部で金属種を変化させる手法を新規に開発するこ
とで、極めて高い活性を有する複合型αZns ストラティファイドフ鴎蚊戦以下s-CdxZnl-xS)の合成を達成した。
う団蚊紺舌性を著しく上昇させた場合、エネルギー資額賀水素)だ、けではなく不要な副産物Kポリ硫イ働イオン)の放出
量も増加する。環境対応型システムの構築を念頑とする場合、従来の高エネルギー消費型有賀吸着法や化学即芯法)
は不適切である。そこで第三章では、硫黄化合物と炭素クラスターの間の親和性等に着目し、低エネルギーで副産
物から有用な工業許オ料備黄)を合成する手法を開発した。有機溶媒水溶液の液々界面における硫化物イオン/フラー
レン聞の電子移動防芯を特殊な電気化学測定により解明した。第四章では、前章の結果を更に応用し、有機溶媒自
身が有する硫黄との親和性・反応性を利用し、ポリ硫化物イオンを有用資源立ポリスルフォンゴ、ム)へ転化する手法
の開発とその反応#鱗を解明した。
第五章では、現在の光電気化学智也が有する耐久性の問題を、陽極そのものを太陽光応答性が高く量子効率の高
い材料、即ち第二章において合成した高活性淵動票材料であるストラティファイドCdS半導体、を用いて角献する
手法を開発した。
この様に、林亜実氏は、硫黄系材料を系細切こ利用する事で、高効率で、高耐久性を有する太陽電池デ、ノ〈イスを開
発可能であり、太F批エネルギーからの電気エネノレギーの倉IJ生と硫黄資淵呆全の両立を達成可能である事を論踊句
に証明し丸
よって，本論文は博士(学術の学儲命文として合格と認める。
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